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最
適
な
加
工
条
件
探
り
美
し
い
切
断
面
を

バリ取り・エッジ仕上げ
（ａ）ドライレーザー加工 （ｂ）ウオータービーム加工

図２　ステンレス鋼の切断加工面の比較（スギノマシン）

レ
ー
ザ
ー
利
用
に
よ
る
切
断
加
工
に
お
け
る
バ
リ
レ
ス
加
工
へ
の
工
夫

　
そ
の
結
果
、
図
２
に
示
す

よ
う
な
熱
影
響
の
全
く
な
い

バ
リ
レ
ス
切
断
・
穴
あ
け
・

表
面
加
工
を
実
現
し
て
い

る
。
本
加
工
法
は
今
後
大
い

に
普
及
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
が
、
そ
の
特
徴
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

バ
リ
や
熱
ダ
メ
ー
ジ
の
発

生
が
な
い
た
め
に
加
工
表
面

の
酸
化
や
破
壊
強
度
の
低
下

を
抑
制
で
き
る
。

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ー
ム
の
有

効
リ
ー
チ
は
、
通
常
の
レ
ー

ザ
ー
と
異
な
り
焦
点
規
制
が

な
い
た
め
に
凹
凸
の
あ
る
工

作
物
の
深
彫
り
・
切
断
加
工

が
で
き
る
。

超
微
細
な
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ

ー
ム
と
高
機
能
駆
動
シ
ス
テ

ム
の
融
合
に
よ
っ
て
、
超
微

細
形
状
の
切
断
加
工
が
で
き

る
。薄

い
水
膜
が
工
作
物
表
面

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
残
渣

の
堆
積
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
を
は

じ
め
各
種
の
半
導
体
素
材
や

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
加
工
に
適

用
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
の
切
断
加
工
技

術
は
、
大
橋
製
作
所

東
京

都
大
田
区

で
開
発
さ
れ
た

も
の
で
、
同
社
で
は
そ
れ
を

「
数
学
」
に
応
用
し
て
商
品

を
開
発
・
販
売
し
て
い
る
。

写
真
２
の
よ
う
な
２
０
１
０

年
か
ら
販
売
を
始
め
た
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
製
の
９
種
類
の
ア

ー
ト
・
オ
ブ
ジ
ェ
「
数
楽
ア

ー
ト
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
は

年
に
筆
者
が
大

田
区
産
業
振
興
協
会
で
開
催

し
た
「
バ
リ
テ
ク
道
場
」
に

同
社
の
開
発
担
当
者
で
あ
る

小
山
高
史
氏
が
参
加
し
て
バ

リ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
原
理
原

則
を
学
び
、
そ
れ
を
実
践
し

た
結
果
と
し
て
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
利
用

に
よ
る
切
断
加
工
に
お
け
る

ド
ロ
ス
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を

理
解
し
て
最
適
な
加
工
条
件

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
模
索

し
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た

技
術
で
あ
る
。

　
材
質
を
何
に
す
る
か
、
板

厚
を
い
く
ら
に
す
る
か
、
切

断
面
を
美
し
く
仕
上
げ
る
た

め
の
ア
シ
ス
ト
ガ
ス
と
し
て

高
純
度
窒
素
ガ
ス
を
ど
の
程

度
の
圧
力
で
噴
射
す
る
か
、

数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

加
工
に

よ
る
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
の
送

り
速
度
を
ど
の
程
度
に
す
る

か
な
ど
の
諸
条
件
を
探
っ
た

結
果
、
製
品
表
面
に
傷
を
付

け
る
こ
と
な
く
美
し
い
シ
ャ

ー
プ
な
エ
ッ
ジ
品
質
の
切
断

面
を
得
ら
れ
る
技
術
を
確
立

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
「
バ
リ
テ
ク
道

場
」
の
経
験
か
ら
、
筆
者
の

定
年
退
職
を
機
に
バ
リ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
を
図
り
な

が
ら
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

基
盤
技
術
の
さ
ら
な
る
高
度

化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、

ジ
ー
ベ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

東
京
都
千
代
田
区

の
協

力
を
得
て
「
バ
リ
取
り
大

学
」
を

年
６
月
に
開
校
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
約
１
０
０
人

の
技
術
者
に
バ
リ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
基
礎
講
座
を
受
講
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

年

か
ら
は
東
京
だ
け
で
な
く
関

西
で
も
開
催
す
る
こ
と
に
し

た
。
読
者
諸
氏
の
受
講
も
切

望
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
詳
細
は
　

　へ
。

成
長
へ
の
道
筋
素
材
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
に
聞
く
�

海
外
事
業
の
収
益
を
拡
大

中
国
・
北
米
、
車
市
場
に
照
準

新
日
鉄
住
金
社
長
進
藤
孝
生
氏

神
戸
製
鋼
所
社
長
川
崎
博
也
氏

海
外
拠
点
の

戦
力
化
カ
ギ

　
内
需
を
中

心
と
す
る
好

調
な
鉄
鋼
需

要
を
反
映
し

て
、
鉄
鋼
大

手
の
業
績
は

好
調
だ
。
新
日
鉄
住
金
、

神
戸
製
鋼
所
と
も
に

年

度
を
最
終
年
度
と
す
る
中

期
経
営
計
画
を
、

年
度

中
に
前
倒
し
で
達
成
す
る

見
通
し
だ
。

年
度
の
テ

ー
マ
は
成
長
を
ど
う
維
持

・
加
速
し
て
い
く
か
だ
ろ

う
。
国
内
の
基
盤
強
化
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
拠
点
の

早
期
の
戦
力
化
が
成
長
の

原
動
力
と
な
る
。

編
集
委
員
村
上
毅

瀧澤さん

技術開発力の真価発揮
　自動車や電機・電子部品をはじめとする需要家産
業の伸長で好調が続く素材産業。一方で安価な海外
材との競争は激しさを増している。技術開発力で高
付加価値品に強みを見いだしてきた素材産業の真価
が問われている。持続的な成長に向けた道筋は何か
を素材メーカートップに聞く。第１回は新日鉄住金
の進藤孝生社長と神戸製鋼所の川崎博也社長。

　　 ２０１５年 平成２７年 １月６日 火曜日 　　 （ ）

収
益
力
強
化
に
重
点

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
・
馬
田
一
社
長
　
昨
年
は

既
存
事
業
の
収
益
力
強
化
に

重
点
的
に
取
り
組
み
、
成
果

も
出
て
い
る
。
本
年
も
持
続

的
な
成
長
の
た
め
、
企
業
体

質
の
確
立
に
取
り
組
む
と
い

う
目
指
す
方
向
性
は
変
わ
ら

な
い
。
継
続
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
こ
う
。

在
り
た
い
姿
に

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
・
矢
尾

宏
社
長
　

各
事
業
が

描
く
在
り

た
い
姿
を

目
指
し
、

成
長
基
盤
の
強
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
の
強
化
、
循
環

型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
追
求

と
い
う
成
長
戦
略
を
実
行
す

る
。
発
足

周
年
を
機
に
大

い
な
る
一
歩
を
踏
み
し
め
る

記
念
す
べ
き
年
に
し
て
い

く
。

開
業

周
年
の
節
目

　
住
友
化
学
・
石
飛
修
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　
今
年
は

開
業
１
０

０
周
年
と

い
う
節
目

の
年
に
あ
た
る
。
次
の
１
０

０
年
も
事
業
を
通
じ
て
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
、
力
強
い

成
長
を
実
現
す
る
、
と
い
う

決
意
を
胸
に
、
皆
で
一
丸
と

な
っ
て
、
た
く
ま
し
く
大
胆

に
変
革
を
進
め
て
い
こ
う
。

課
題
を
明
確
に

　
東
レ
・
日
覚
昭
広
社
長
　

２
０
１
５

年
も
中
期

経
営
課
題

で
掲
げ
た

考
え
方
や

方
針
は
変
わ
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
こ
の
よ
う
な
経
営
環
境

だ
か
ら
こ
そ
、
ぶ
れ
る
こ
と

の
な
い
取
り
組
み
が
重
要

だ
。
あ
る
べ
き
姿
と
や
る
べ

き
課
題
を
明
確
に
し
事
業
拡

大
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
。

患
者
を
中
心
に

　
武
田
薬
品
工
業
・
ク
リ
ス

ト
フ
・
ウ

ェ
バ
ー
社

長
　
患
者

さ
ん
を
中

心
に
据
え

た
企
業
と
な
り
、
社
会
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
当
社
の

評
価
を
よ
り
強
固
に
す
る
た

め
の
戦
略
を
引
き
続
き
着
実

に
遂
行
す
る
。
私
個
人
と
し

て
も
タ
ケ
ダ
に
全
力
を
さ
さ

げ
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け

る
。変

化
に
よ
り
成
長

　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
・
畑
中

好
彦
社
長
　
昨
年
は
外
部
環

境
の
変
化
が
速
ま
る
中
、
各

社
が
重
点
領
域
の
絞
り
込
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行

っ
た
。
こ
れ
は
当
社
が
先
ん

じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
方
向

性
と
変
わ
ら
な
い
。
変
化
し

続
け
る
こ
と
で
成
長
す
る
、

そ
れ
が
ア
ス
テ
ラ
ス
だ
。

４
つ
の
変
革
意
識

　
第
一
三
共
・
中
山
譲
治
社

長
　
「
市
場
競
争
に
勝
つ
」

「
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
「
活

き
た
金
・
時
間
を
使
う
」

「
考
え
抜
く
」
。
各
自
が
こ

の
「
４
つ
の
変
革
」
を
あ
ら

た
め
て
意
識
し
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
２
０
１
５
年
を
飛

躍
へ
の
転
機
の
年
だ
っ
た
と

思
え
る
よ
う
挑
戦
し
よ
う
。

現
場
が
知
恵
絞
る

　
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

・
古
森
重

隆
会
長
　

成
長
を
続

け
る
た
め

に
重
要
な
の
は
、
各
事
業
の

具
体
的
な
戦
略
と
現
場
で
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
現
場

が
知
恵
を
絞
り
、
考
え
、
実

行
す
る
。
社
員
の
皆
が
力
を

合
わ
せ
て
、
世
界
中
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
よ

う
。壁

を
越
え
て

　
帝
人
・
鈴
木
純
社
長
　

未
と
い
う
字
は
繁
っ
た
葉

し
げ

ひ
つ
じ

を
意
味
し
、
木
の
葉
の
影
を

払
い
、
物
事
を
明
快
に
す
る

こ
と
を
心
が
け
る
意
に
通
じ

る
。
我
々
も
仕
事
を
通
じ
て

壁
を
越
え
、
進
む
べ
き
道
を

追
求
し
、
世
の
中
に
な
い
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
こ
う
。

不
退
転
の
決
意
で

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
・
小
林
喜
光
社
長

　
原
油
価
格
急
落
で
一
部
の

石
油
化
学
事
業
は
業
績
が
悪

化
、
外
部
環
境
の
変
化
に
依

然
ぜ
い
弱
で
あ
る
こ
と
が
露

呈
し
た
。
構
造
改
革
は
い
ま

だ
途
半
ば
で
あ
り
、
不
退
転

の
決
意
で
早
く
結
果
を
出
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。

リ
ス
ク
へ
の
感
度

　
▽

「
企
業
理
念
に
含
ま

れ
て
い
る
リ
ス
ク
管
理
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
徹
底
し
た

い
」
と
新
年
の
抱
負
を
述
べ

る
の
は
、
日
本
バ
ル
カ
ー
工

業
社
長
の
瀧
澤
利
一
さ
ん
。

２
０
１
５
年
度
に
始
ま
る
次

期
中
期
経
営
計
画
に
も
リ
ス

ク
管
理
の
強
化
を
盛
り
込

む
。

　
▽

こ
の
方
針
を
実
行
す

る
に
あ
た
り
、
「
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
を
考
え
よ
、
ま
た

絶
対
に
起
こ
ら
な
い
と
は
決

し
て
言
う
な
」
と
い
う
二
つ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
社
内

に
取
り
入
れ
つ
つ

あ
る
。

　
▽

外
部
環
境

の
急
激
な
変
化
や

社
内
の
経
営
資
源

を
見
誤
れ
ば
、
瞬
く
間
に
会

社
の
存
続
す
ら
危
う
く
な
る

昨
今
。
「
性
善
説
の
考
え
に

立
っ
て
い
て
は
リ
ス
ク
へ
の

感
度
が
高
ま
ら
な
い
」
と
危

機
感
を
募
ら
せ
る
。

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を

　
旭
化
成
・
浅
野
敏
雄
社
長

　
中
期
経
営
計
画
は
今
年
が

最
終
年
。
投
資
の
成
果
を
確

実
に
収
益
に
結
び
つ
け
、
必

ず
計
画
を
達
成
し
よ
う
。
同

時
に
次
期
中
計
に
関
す
る
議

論
も
進
め
る
。
良
い
と
き
だ

か
ら
こ
そ
知
恵
を
絞
っ
て

―

年
後
の
旭
化
成
の
姿
を

考
え
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
図

る
。

　
―
２
０
１
５
年
度
の
全
国

粗
鋼
生
産
量
は
１
億
１
０
０

０
万

超
の
見
通
し
で
、
好

調
を
維
持
し
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
水
準
は
歴
史
的
に

み
て
も
高
く
、
安
定
的
な
レ

ベ
ル
だ
ろ
う
。
だ
が
不
安
要

素
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
中

国
の
過
剰
生
産
だ
。
中
国
の

鉄
鋼
輸
出
は

年

月
が
過

去
最
高
の
９
７
０
万

台
で

急
増
し
て
い
る
。
今
は
日
本

へ
の
流
入
は
少
な
い
が
、
今

後
日
本
に
は
け
口
を
求
め

て
く
る
不
安
が
あ
る
。
明
る

い
要
素
と
不
安
要
素
、
業
種

ご
と
に
好
不
調
も
入
り
混
じ

っ
て
い
る
が
、
お
し
な
べ
て

需
要
は
堅
調
だ
ろ
う
」

　
―
今
後
の
事
業
方
針
は
。

　
「
需
要
が
強
く
、
業
績
も

好
転
す
る
中
で
、
残
念
な
の

は

年
に
名
古
屋
製
鉄
所
で

停
電
事
故
を
発
生
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
だ
。
英
知
を
集

め
て
再
発
防
止
と
組
織
の
改

善
に
力
を
注
い
で
い
る
。
事

故
の
反
省
に
立
ち
、
安
全
・

環
境
・
防
災
に
つ
い
て
徹
底

し
て
取
り
組
む
。
設
備
と
人

に
着
目
し
て
、
点
検
・
検
証

し
て
、
国
内
の
製
造
基
盤
、

製
造
実
力
を
よ
り
一
層
強
く

し
て
い
く
」

　
―
海
外
展
開
も
重
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
。

　
「
国
内
の
基
盤
強
化
と
と

も
に
車
の
両
輪
と
な
る
の
が

海
外
事
業
だ
。
海
外
事
業
の

深
化
に
力
を
入
れ
る
。
こ
れ

ま
で
自
動
車
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
イ
ン
フ
ラ
を
三
つ
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
海
外
拠
点

を
整
備
し
て
き
た
。
だ
が
多

く
は
立
ち
上
げ
段
階
で
、
必

ず
し
も
十
分
な
収
益
を
上
げ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本

社
や
国
内
の
設
備
部
門
な
ど

が
現
地
の
合
弁
会
社
な
ど
を

日
常
的
に
支
援
す
る
仕
組
み

な
ど
を
整
備
し
て
、
収
益
拡

大
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」

　
―

年
度
末
に
は
君
津
製

鉄
所
の
第
３
高
炉
の
休
止
を

控
え
て
い
ま
す
。

　
「
効
率
的
な
生
産
体
制
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
下
工
程

を
中
心
に
設
備
の
休
止
や
生

産
集
約
を
進
め
て
き
た
。

年
度
末
に
君
津
の
高
炉
を
今

の
３
基
体
制
か
ら
２
基
体
制

に
す
る
。
生
産
効
率
を
上
げ

る
こ
と
で
生
産
量
は
減
ら
さ

な
い
。
国
内
の
固
定
費
を
下

げ
る
た
め
に
は
大
変
重
要
な

こ
と
で
、

年
度
に
完
了
す

る
。
今
は
追
加
的
に
何
が
あ

る
か
は
言
え
な
い
が
、
日
常

的
に
固
定
費
を
下
げ
る
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
」

４
事
業
会
社
制
へ

４
月
に
組
織
再
編

日
本
ペ
イ
ン
ト

　
日
本
ペ
イ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

は
、
４

月
１
日
付
で
４
事
業
会
社
制

へ
組
織
再
編
す
る
。
現
在
は

事
業
会
社
の
日
本
ペ
イ
ン
ト

が
メ
ー
ン
と
な
り
自
動
車
・

工
業
・
汎
用
塗
料
、
表
面
処

理
剤
を
展
開
す
る
が
、
こ
れ

を
事
業
分
野
別
に
分
け
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
も
含
め
４
社

に
再
編
し
、
製
造
か
ら
販
売

ま
で
一
貫
体
制
を
整
え
る
。

　
自
動
車
用
塗
料
は
日
本
ビ

ー
・
ケ
ミ
カ
ル

大
阪
府
枚

方
市

を
存
続
会
社
と
し

て
、
大
和
塗
料
販
売

名
古

屋
市
中
村
区

の
事
業
な
ど

を
統
合
す
る
。

　
工
業
用
塗
料
は
日
本
ペ
イ

ン
ト
工
業
用
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

東
京
都
品
川
区

を
存
続

会
社
と
し
、
並
行
し
て
Ｄ
Ｉ

Ｃ
と
の
合
弁
会
社
・
日
本
フ

ァ
イ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

東
京
都
品
川
区

を
完
全

子
会
社
化
し
、
同
事
業
会
社

に
組
み
込
む
。
汎
用
塗
料
は

日
本
ペ
イ
ン
ト
販
売

東
京

都
品
川
区

を
存
続
会
社
と

す
る
。

　
表
面
処
理
剤
で
は
新
会
社

を
設
立
し
、
日
本
ペ
イ
ン
ト

工
業
用
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
事
業
を
引
き
継
ぐ
。

　
◆
ゴ
ル
フ
場
子
会
社
売
却

　
ユ
ニ
チ
カ
　
ゴ
ル
フ
場
を

経
営
す
る
子
会
社
の
ユ
ニ
チ

カ
赤
穂
開
発

兵
庫
県
赤
穂

市

を
３
月
に
売
却
し
、
樹

脂
成
形
品
を
手
が
け
る
タ
イ

子
会
社
の
ユ
ニ
チ
カ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
タ
イ
を
解
散
す
る
。

事
業
再
構
築
に
向
け
た
構
造

改
革
の
一
環
。
赤
字
が
続
く

非
中
核
事
業
を
売
却
し
、
中

核
事
業
に
集
中
す
る
。

　
◆
マ
レ
ー
シ
ア
営
業
拠
点

　
岡
谷
鋼
機
　
マ
レ
ー
シ
ア

に
営
業
拠
点
を
３
月
に
開
設

す
る
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

市
に
岡
谷
鋼
機
が

％
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
岡
谷
鋼
機
が

％
を
出
資
す
る
現
地
法
人

「
マ
レ
ー
シ
ア
岡
谷
鋼
機

仮
称

を
設
立
し
、鉄
鋼
や

特
殊
鋼
、
生
産
設
備
、
電
子

部
品
な
ど
を
販
売
す
る
。

年

月
期
に
取
扱
高
で

億

円
を
計
画
す
る
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
実
践

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
・
大

井
滋
社
長
　
今
年
の
干
支
の

え

と

「
未
」
と
い
う
文
字
は
成
長

途
上
の
植
物
を
表
す
と
も
言

わ
れ
る
。
大
き
く
茂
り
、
た

く
さ
ん
の
実
を
付
け
よ
う
と

す
る
当
社
の
様
子
を
表
し
て

い
る
。
創
業
時
か
ら
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
実
践
し
て
、
大
き
く
発

展
・
飛
躍
す
る
年
と
し
た

い
。

　
―
経
営
環
境
を
ど
う
見
て

い
ま
す
か
。

　
「
鉄
鋼
事
業
の

年
度
の

需
要
環
境
は

年
度
並
み
で

い
く
だ
ろ
う
。
自
動
車
向
け

も
復
調
し
、
造
船
や
プ
ラ
ン

ト
向
け
な
ど
は
プ
ラ
ス
に
な

る
。
建
設
関
連
で
は
東
京
五

輪
効
果
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

ア
ル
ミ
事
業
も
パ
ネ
ル
材
、

建
材
と
も
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

要
素
は
な
い
。
建
設
機
械
事

業
も
中
国
で
販
売
が
苦
戦
し

て
い
た
が
、
公
共
投
資
な
ど

が
動
き
始
め
れ
ば
一
定
水
準

を
確
保
で
き
る
」

　
―
成
長
の
切
り
札
は
。

　
「
中
国
と
北
米
の
自
動
車

市
場
だ
。
と
も
に
自
動
車
の

生
産
台
数
が
増
え
る
。
そ
れ

に
北
米
で
は
環
境
規
制
が
強

化
さ
れ
て
車
体
の
軽
量
化
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
。
軽
く
て

高
強
度
な
高
張
力
鋼
板

ハ

イ
テ
ン

と
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル

材
、
鉄
と
ア
ル
ミ
を
つ
な
ぐ

溶
接
材
料
を
当
社
は
持
っ
て

い
る
。
当
社
の
役
割
が
よ
り

一
層
高
ま
る
だ
ろ
う
」

　
―

年
度
は
中
期
経
営
計

画
の
最
終
年
度
で
す
。

　
「

年
度
に
経
常
利
益
で

８
０
０
億
―
１
０
０
０
億
円

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

年
度
の
経
常
利
益
計

画
は
８
５
０
億
円
で
目
標
は

達
成
す
る
見
通
し
だ
。
だ
が

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
だ
。

年

度
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
投
資
効
果
も
出
て
く
る
の

で
、
９
０
０
億
―
１
０
０
０

億
円
を
目
指
し
た
い
」

　
―
検
討
中
の
北
米
で
の
ア

ル
ミ
パ
ネ
ル
材
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
の
現
地
生
産
化
の

進
捗
は
。

し
ん
ち
ょ
く

　
「
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
材
の
現

地
生
産
は
検
討
し
て
い
る
が

焦
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
現

地
で
母
材
を
調
達
す
る
の
が

一
番
良
い
方
法
だ
が
、
母
材

を
日
本
か
ら
持
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
も
含
め
て
考
え
て
い

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

慎
重
に
考
え
て
い
る
。
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
は
複
数
あ
る
案
を

絞
り
込
ん
で
い
る
段
階
だ
」

　
―

年
度
以
降
の
次
期
中

計
の
方
針
は
。

　
「
経
営
的
に
苦
し
ん
だ
時

期
を
忘
れ
ず
に
勝
ち
残
り
へ

の
ス
テ
ッ
プ
を
歩
ん
で
い

く
。
素
材
系
、
機
械
系
、
電

力
供
給
の
３
本
柱
で
収
益
を

高
め
て
い
き
た
い
。

年
ま

で
の
経
営
方
針

ビ
ジ
ョ
ン

Ｇ

で
掲
げ
る
経
常
利
益
２

０
０
０
億
円
超
の
達
成
に
向

け
て
、
次
期
中
期
は
非
常
に

重
要
な
期
間
と
な
る
」


